7. 解析結果
7.1　実験結果の概要
　　実験1～実験6の結果の概要は表7.1-1に示すとおりである。なお、希釈倍率は、ブルーシートの容積から算出したブルーシート内の濃度（初期濃度）を校舎内外の地点の濃度で割ったものである。
　実験結果における校舎内の窓付近の濃度を見ると、トレーサーパルス放出実験は、2回の実験（実験1、実験5）共に東寄りの風で濃度が高く、シート外しトレーサーパルス放出実験は2回の実験（実験3、実験6）共に放出直後に西寄りの風で濃度が低い。トレーサー定常放出実験は実験2が東寄りの風で高く、実験4が西寄りの風で濃度が低い。従って、窓付近では放出点から放出されたトレーサーガスが東風の時は放出地点から校舎内に流入し、西風の時は校舎内の空気が校舎外に流出しているものと考えられる。
トレーサーパルス放出実験及びシート外しトレーサーパルス放出実験において、希釈倍率は最も小さい地点（実験5, 窓付近 ）で780倍となっている。校舎内の窓付近以外の地点で最も小さい希釈倍率は、9,140倍（実験5, 2F廊下）で、校舎外では6,640倍（実験6 , 2F渡り廊下）となっており、周辺の濃度は極めて低くなっている。
全4回行われたパルス放出実験（実験1, 実験3, 実験5, 実験6）では、トレーサーガスの放出量がそれぞれ異なるため、濃度値を単純に比較することが難しい。そこで、各実験の放出開始時におけるブルーシート内の濃度に対する各地点の濃度（1/希釈倍率）を以下の式で算出し、比較することとした。つまり、「1/希釈倍率」は放出開始時の濃度を1とした時の各地点の濃度を示している。

（1/希釈倍率）= c (ppq)×1000 / c0 (ppt)
ここで、cは各地点の濃度(ppq), c0は放出開始時におけるブルーシート内の濃度(ppt)を示す（pptはppqの1000倍である。）。

実験開始時の濃度に対する各地点の平均捕集濃度の時間変化は図7.1-1、実験開始時の濃度に対する各地点の平均捕集濃度の平面図は図7.1-2に示すとおりである。
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注：場所の欄に記した色は「表3.2-2　実験日時及び実験内容並びに捕集地点」の地点図の色に対応している。
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注1：1/希釈倍率（c×1000/c0）は各地点の濃度を放出直後のブルーシート内の濃度で割った値を示す。
　　  なお、cは各捕集時間で測定された濃度(ppq)、c0は放出直後のブルーシート内の濃度（ppt）である。
注2：縦軸は対数軸で示している。

図7.1-1 (1) 実験1：トレーサーパルス放出実験時における実験開始時の濃度を1とした時の濃度
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注1：1/希釈倍率（c×1000/c0）は各地点の濃度を放出直後のブルーシート内の濃度で割った値を示す。
　　  なお、cは各捕集時間で測定された濃度(ppq)、c0は放出直後のブルーシート内の濃度（ppt）である。
注2：縦軸は対数軸で示している。

図7.1-1 (2) 実験3：シート外しトレーサーパルス放出実験における
実験開始時の濃度を1とした時の濃度
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注1：1/希釈倍率（c×1000/c0）は各地点の濃度を放出直後のブルーシート内の濃度で割った値を示す。
　　  なお、cは各捕集時間で測定された濃度(ppq)、c0は放出直後のブルーシート内の濃度（ppt）である。
注2：縦軸は対数軸で示している。

図7.1-1 (3) 実験5：トレーサーパルス放出実験における実験開始時の濃度を1とした時の濃度
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注1：1/希釈倍率（c×1000/c0）は各地点の濃度を放出直後のブルーシート内の濃度で割った値を示す。
　　  なお、cは各捕集時間で測定された濃度(ppq)、c0は放出直後のブルーシート内の濃度（ppt）である。
注2：縦軸は対数軸で示している。

図7.1-1 (4) 実験6：シート外しトレーサーパルス放出実験における
実験開始時の濃度を1とした時の濃度

	RUN番号
	RL1
	RL2
	RL3
	RL4
	RL5
	RL6
	RL7
	RL8

	測定開始時間
測定終了時間
	10:30
10:40
	10:40
10:50
	10:50
11:00
	11:00
11:10
	11:10
11:20
	11:20
11:30
	11:30
11:40
	11:40
11:50

	風速 (m/s)
	5.0
	5.5
	5.3
	4.2
	4.3
	4.4
	3.5
	3.0

	風向 (16方位)
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注1：図に示す数値は各地点における1/希釈倍率（c/c0）の平均値を示している。なお、平均化時間は10分間捕集地点では80 分間、2分間捕集地点では16分間とした。
図7.1-2(1) 実験1：トレーサーパルス放出実験時における
　　　　 実験開始時の濃度を1とした時の平均捕集濃度
	RUN番号
	RL1
	RL2
	RL3
	RL4
	RL5
	RL6
	RL7
	RL8

	測定開始時間
測定終了時間
	10:30
10:40
	10:40
10:50
	10:50
11:00
	11:00
11:10
	11:10
11:20
	11:20
11:30
	11:30
11:40
	11:40
11:50

	風速 (m/s)
	4.8
	5.1
	5.5
	4.9
	5.8
	5.4
	6.0
	6.2
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注1：図に示す数値は各地点における1/希釈倍率（c/c0）の平均値を示している。なお、平均化時間は10分間捕集地点では80 分間、2分間捕集地点では16分間、1分間捕集地点では8分間とした。
図7.1-2(2) 実験3：シート外しトレーサーパルス放出実験時における
実験開始時の濃度を1とした時の平均捕集濃度
	RUN番号
	RL1
	RL2
	RL3
	RL4
	RL5
	RL6
	RL7
	RL8

	測定開始時間
測定終了時間
	10:30
10:40
	10:40
10:50
	10:50
11:00
	11:00
11:10
	11:10
11:20
	11:20
11:30
	11:30
11:40
	11:40
11:50

	風速 (m/s)
	1.6
	1.6
	1.3
	2.0
	1.7
	3.1
	2.7
	2.8

	風向 (16方位)
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注1：図に示す数値は各地点における1/希釈倍率（c/c0）の平均値を示している。なお、平均化時間は10分間捕集地点では80 分間、2分間捕集地点では16分間、1分間捕集地点では8分間とした。
図7.1-2(3) 実験5：トレーサーパルス放出実験時における
実験開始時の濃度を1とした時の平均捕集濃度
	RUN番号
	RL9
	RL10
	RL11
	RL12
	RL13
	RL14
	RL15
	RL16

	測定開始時間
測定終了時間
	14:00
14:10
	14:10
14:20
	14:20
14:30
	14:30
14:40
	14:40
14:50
	14:50
15:00
	15:00
15:10
	15:10
15:20

	風速 (m/s)
	2.3
	3.5
	4.2
	3.2
	2.7
	2.8
	4.0
	3.0

	風向 (16方位)
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注1：図に示す数値は各地点における1/希釈倍率（c/c0）の平均値を示している。なお、平均化時間は10分間捕集地点では80 分間、2分間捕集地点では16分間、1分間捕集地点では8分間とした。
図7.1-2(4) 実験6：シート外しトレーサーパルス放出実験時における
 実験開始時の濃度を1とした時の平均捕集濃度
7.2　ブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lと仮定した場合の校舎内外での予測される本数 
7.2.1　校舎内外のアスベスト濃度予測本数の予測方法
　実験では、地点によって採取時間が8～80分と異なっているため、測定結果だけでは、個々のデータを比較、評価できない難点がある。そこで、以下の方法で、各地点の平均化濃度を統一し、評価することとした。
　トレーサーパルス放出実験及びシート外しトレーサーパルス放出実験では、トレーサー放出後1時間で校舎内外共に濃度の変化が小さくなっている。このことから、いずれの地点も平均化時間を1時間で統一することとした。また、「アスベストモニタリングマニュアル（第4.0 版）」（平成22 年6月、環境省 水・大気環境局 大気環境課）では、一般環境におけるアスベストの測定方法有効ろ紙直径が35mm の捕集用ろ紙を用い、吸引流量10L/min で連続4 時間空気を捕集（2,400L）することを原則としている。従って、平均化時間を1時間とすることは、安全側の評価となる。
　捕集時間が、平均化時間である1時間より短い16分間捕集（捕集間隔2分×8回）については、8回目（放出後の採取時間が最も経過した試料）の濃度が1時間まで継続するものとした。また、捕集時間が1時間を超える80分間捕集（捕集間隔10分×8回）については、捕集開始後1時間のみを採用した。
　各地点の1時間平均濃度とブルーシート内での初期トレーサー濃度との比及びブルーシート内のアスベスト本数2,000本/Lから拡散実験時の校舎内外のアスベスト本数を予測した。
　なお、ブルーシート内でのアスベスト本数は、軒天井撤去及びその直後の粉じんは、「建築物解体作業現場における石綿曝露に関する検討」（産衛誌44巻,2002）に示された値を参考に2,000本/Ｌとした。

7.2.2　校舎内外のアスベスト濃度本数の予測結果
校舎内外のアスベスト濃度本数の予測結果は、表7.2-1及び図7.2-1に示すとおりである。また、トレーサーパルス実験（実験1, 実験5）及びシート外しトレーサーパルス実験（実験3, 実験6）におけるアスベスト濃度の時間変化は図7.2-2に示すとおりである。平均化時間を1時間で統一した場合のアスベスト濃度本数は、実験5の窓付近でもっとも多く、1.306本/Lであった。ブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lと仮定すると、アスベストの濃度は少なくとも1時間で約1,530倍希釈される。窓付近以外の校舎内では最大で0.285本/L、校舎外では最大で0.146本/Lであった。
環境省では、平成17年度より毎年、大気中の石綿濃度を調査している。参考として、金岡高校で事故が生じた年度の我が国の地域分類別の総繊維数濃度結果を表7.2-2に示した。





[bookmark: _Ref413154815]表7.2-1  校舎内外のアスベスト濃度本数の予測結果
	場所
	アスベスト濃度（本/L）

	
	実験1
	実験3
	実験5
	実験6

	校舎外
	校舎外1Ｆ
	0.010
	0.016
	0.146
	0.043

	
	グランド
	0.000
	0.000
	0.004
	0.000

	
	2Ｆ渡り廊下
	0.008
	―
	0.054
	0.082

	
	4F渡り廊下
	0.015
	―
	0.072
	0.016

	
	屋上
	0.009
	―
	0.020
	0.003

	
	2F校舎北東角
	―
	0.016
	―
	―

	校舎内
	窓付近
	0.858
	0.006
	1.306
	0.007

	
	2F廊下
	0.184
	0.000
	0.285
	0.003

	
	2F教室
	0.009
	0.000
	0.006
	0.001

	
	3F踊り場（東）
	―
	0.000
	0.017
	0.002

	
	3F踊り場（西）
	―
	0.000
	0.105
	0.003

	
	4F踊り場（東）
	―
	0.000
	0.102
	0.003

	
	4F踊り場（西）
	0.035
	0.000
	0.112
	0.003


注1：実験開始時のブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lと仮定した。
注2：平均化時間は1時間として計算した。1時間より短い捕集については、8回目（最後の捕集試料）の濃度が1時間まで継続するものとした。
注3：捕集地点が複数個所ある場所は、アスベストの本数が最大となる地点の値を示す。
注4：「－」は各実験で捕集地点として設定していないため、測定を行っていないことを示す。
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校舎内



注1：実験開始時のブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lと仮定した。
注2：平均化時間は1時間として計算した。1時間より短い捕集については、8回目（最後の捕集試料）の濃度が1時間まで継続するものとした。
注3：捕集地点が複数個所ある場所は、アスベストの本数が最大となる地点の値を示す。
図7.2-1  ブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lと仮定した場合の校舎内外での予測される本数
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注1：実験開始時のブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lとした場合の濃度変化を示す。
注2：平均化時間は1時間として計算した。1時間より短い捕集については、8回目（最後の捕集試料）の濃度が1時間後まで継続するものとした。
図7.2-2 (1)  実験1：トレーサーパルス放出実験時におけるアスベスト濃度の時間変化
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注1：実験開始時のブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lとした場合の濃度変化を示す。
注2：平均化時間は1時間として計算した。1時間より短い捕集については、8回目（最後の捕集試料）の濃度が1時間後まで継続するものとした。
図7.2-2 (2)  実験3：シート外しトレーサーパルス放出実験時におけるアスベスト濃度の時間変化






[image: ]











注1：実験開始時のブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lとした場合の濃度変化を示す。
注2：平均化時間は1時間として計算した。1時間より短い捕集については、8回目（最後の捕集試料）の濃度が1時間後まで継続するものとした。
図7.2-2 (3)  実験5：トレーサーパルス放出実験時におけるアスベスト濃度の時間変化

[image: ]













注1：実験開始時のブルーシート内のアスベスト本数を2,000本/Lとした場合の濃度変化を示す。
注2：平均化時間は1時間として計算した。1時間より短い捕集については、8回目（最後の捕集試料）の濃度が1時間後まで継続するものとした。
図7.2-2 (4)  実験6：シート外しトレーサーパルス放出実験時におけるアスベスト濃度の時間変化


[bookmark: _Ref412103268]表7.2-2  地域分類別の総繊維数濃度結果（平成24年度）
	地域分類
	地点数
	測定
箇所数
	測定
データ数
	ＮＤの数
	総繊維数濃度

	
	
	
	
	
	最小値
（本/L）
	最大値
（本/L）
	幾何平均値
（本/L）

	発生源
周辺
地域
	旧石綿繊維製造事業場等
	1
	6
	12
	0
	0.056
	0.43
	0.21

	
	廃棄物処理場等
	10
	20
	26
	3
	0.056
	0.70
	0.22

	
	解体現場（敷地周辺）
	10
	36
	36
	0
	0.056
	1.7
	0.44

	
	蛇紋岩地域
	2
	4
	8
	5
	<0.056
	0.23
	0.14

	
	高速道路及び幹線道路沿線
	6
	12
	24
	13
	<0.056
	0.92
	0.21

	バックグラウンド
地域
	住宅地域
	7
	13
	26
	20
	<0.056
	0.80
	0.13

	
	商工業地域
	5
	10
	20
	0
	0.15
	0.66
	0.33

	
	農業地域
	1
	2
	4
	0
	0.28
	0.48
	0.34

	
	内陸山間地域
	4
	7
	14
	5
	0.056
	0.49
	0.14

	
	離島地域
	4
	8
	16
	0
	0.11
	1.0
	0.32

	その他の地域
	破砕施設
	4
	20
	20
	0
	0.11
	0.62
	0.31

	合　計
	54
	138
	206
	46
	―
	―
	―


【参考】 
○　大気汚染防止法に基づく石綿製品製造工場に対する敷地境界基準：10本／Ｌ
○　WHO環境保健クライテリア（EHC 53）：「都市における大気中の石綿濃度は、一般に１本以下〜10本／Ｌであり、それを上回る場合もある。」「一般環境においては、一般住民への石綿曝露による中皮腫及び肺がんのリスクは、検出できないほど低い。すなわち、実質的には、石綿のリスクはない。」
出典：環境省報道発表資料　「平成24年度アスベスト大気濃度調査結果について（お知らせ）」（平成25年8月9日）より作成
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希釈倍率

8分

平均値

16分

平均値

80分

平均値

希釈倍率

RL1(10:30～10:40) 東北東 5.0 校舎外1F 【10地点】 0～ 2,780 340 168,000 1,060 53,900

RL2(10:40～10:50) 東北東 5.5 グランド 【1地点】 5～ 65 24 2,380,000 24 2,380,000

RL3(10:50～11:00) 東北東 5.3 2F渡り廊下 【1地点】  3～ 2,260 826 69,100 826 69,100

RL4(11:00～11:10) 東北東 4.2 4F渡り廊下 【1地点】 72～ 3,240 1,390 41,100 1,390 41,100

RL5(11:10～11:20) 東北東 4.3 屋上 【1地点】  29～ 2,800 871 65,600 871 65,600

RL6(11:20～11:30) 東北東 4.4 窓付近 【2地点】  2分×8回 342～ 310,000 55,300 1,030 89,800 636

RL7(11:30～11:40) 東北東 3.5 2F廊下 【6地点】 2～ 27,400 771 74,100 3,960 14,400

RL8(11:40～11:50) 北東 3.0 2F教室 【1地点】 45～ 413 231 247,000 231 247,000

4F踊り場（西） 【1地点】 400～ 2,860 854 66,900 854 66,900

RL1(10:30～10:40) 北東 1.6 校舎外1F　【8地点】  2～ 1,980 259 45,200 718 16,300

RL2(10:40～10:50) 東北東 1.6 グランド　【1地点】 4～ 126 47 249,000 47 249,000

RL3(10:50～11:00) 北 1.3 2F渡り廊下　【1地点】  113～ 1,450 875 13,400 875 13,400

RL4(11:00～11:10) 北北東 2.0 4F渡り廊下　【1地点】 282～ 1,760 805 14,500 805 14,500

RL5(11:10～11:20) 北東 1.7 屋上　【1地点】 61～ 359 158 74,100 158 74,100

RL6(11:20～11:30) 北東 3.1 842 780

RL7(11:30～11:40) 北北東 2.7 893 854

RL8(11:40～11:50) 北東 2.8 2F廊下　【6地点】   0～ 3,870 227 51,500 1,280 9,140

2F教室　【1地点】  10～ 52 35 334,000 35 334,000

3F踊り場（東）　【1地点】  16～ 190 85 138,000 85 138,000

3F踊り場（西）　【1地点】   133～ 1,430 498 23,500 498 23,500

4F踊り場（東）　【1地点】   128～ 1,540 488 24,000 488 24,000

4F踊り場（西）　【1地点】  102～ 1,710 521 22,500 521 22,500

RL1(10:30～10:40) 西 4.8 校舎外1F　【9地点】  0～ 800 183 63,900 333 35,100

RL2(10:40～10:50) 西北西 5.1 グランド　【1地点】  0～ 2 2 5,850,000 2 5,850,000

RL3(10:50～11:00) 西 5.5 2F校舎北東角【1地点】  4～ 772 334 35,000 334 35,000

RL4(11:00～11:10) 西 4.9 532,000

23

509,000

RL5(11:10～11:20) 西 5.8 836,000 532,000

RL6(11:20～11:30) 西 5.4 2F廊下　【6地点】   1～ 5 2 5,850,000 3 3,900,000

RL7(11:30～11:40) 西 6.0 2F教室　【1地点】  1～ 2 2 5,850,000 2 5,850,000

RL8(11:40～11:50) 西 6.2 3F踊り場（東）　【1地点】  1～ 5 2 5,850,000 2 5,850,000

3F踊り場（西）　【1地点】   1～ 2 3 3,900,000 3 3,900,000

4F踊り場（東）　【1地点】   2～ 6 3 3,900,000 3 3,900,000

4F踊り場（西）　【1地点】  2～ 5 3 3,900,000 3 3,900,000

RL9 (14:00～14:10) 北西 2.3 校舎外1F　【11地点】  0～ 3,090 171 47,000 649 12,400

RL10(14:10～14:20) 北 3.5 グランド　【1地点】 0 0 ― 0 ―

RL11(14:20～14:30) 北北東 4.2 2F渡り廊下　【1地点】  6～ 4,840 1210 6,640 1210 6,640

RL12(14:30～14:40) 北北東 3.2 4F渡り廊下　【1地点】 0～ 1,610 248 32,400 248 32,400

RL13(14:40～14:50) 北 2.7 屋上　【1地点】 0～ 242 39 206,000 39 206,000

RL14(14:50～15:00) 北北東 2.8 473,000 383,000

RL15(15:00～15:10) 北北東 4.0 175,000 141,000

RL16(15:10～15:20) 北北東 3.0 2F廊下　【6地点】   3～ 28 6 1,340,000 11 731,000

2F教室　【1地点】  4～ 7 6 1,340,000 6 1,340,000

3F踊り場（東）　【1地点】  5～ 10 7 1,150,000 7 1,150,000

3F踊り場（西）　【1地点】   5～ 31 10 804,000 10 804,000

4F踊り場（東）　【1地点】   5～ 31 11 731,000 11 731,000

4F踊り場（西）　【1地点】  5～ 38 11 731,000 11 731,000

RL9 (14:10～14:20) 東北東 1.9 校舎外1F　【10地点】  105～ 10,800 1,600 4,540

RL10(14:20～14:30) 北北東 2.0 グランド　【1地点】 6～ 21 13 13

RL11(14:30～14:40) 北東 1.7 2F渡り廊下　【1地点】  687～ 3,710 2,200 2,200

RL12(14:40～14:50) 東北東 2.8 4F渡り廊下　【1地点】 999～ 2,560 1,730 1,730

RL13(14:50～15:00) 東北東 2.8 屋上　【1地点】 260～ 1,470 651 651

RL14(15:00～15:10) 東北東 2.8 窓付近　【2地点】  355～ 101,000 32,200 55,100

RL15(15:10～15:20) 東北東 3.0 2F廊下　【6地点】  27～ 9,040 944 4,690

RL16(15:20～15:30) 北東 3.5 2F教室　【1地点】  91～ 341 246 246

4F踊り場（西）　【1地点】 219～ 688 454 454

RL9 (14:10～14:20) 西 4.1 校舎外1F　【9地点】  7～ 587 190 373

RL10(14:20～14:30) 西 4.5 グランド　【1地点】  4～ 8 5 5

RL11(14:30～14:40) 西 4.5 2F校舎北東角【1地点】  275～ 503 384 384

RL12(14:40～14:50) 西 5.4 窓付近　【2地点】  5～ 403 73 103

RL13(14:50～15:00) 西 5.3 2F廊下　【6地点】   3～ 60 8 22

RL14(15:00～15:10) 西 4.5 2F教室　【1地点】  6～ 11 8 8

RL15(15:10～15:20) 西 4.5 3F踊り場（東）　【1地点】  13～ 52 29 29

RL16(15:20～15:30) 西北西 4.6 3F踊り場（西）　【1地点】   8～ 21 14 14

4F踊り場（東）　【1地点】   11～ 52 28 28

4F踊り場（西）　【1地点】  12～ 47 27 27

実

験

4

(

本

実

験

1

日

目

)

平成26年

11月15日



午後

o-cis-PDCH



【放出量】

4.66×10

-6

～

5.00×10

-6

L/min



【総排出量】

3.80×10

-4

L

・養生シート内に放出装

　置を設置

・多孔性のプラスチック

　容器からトレーサー物

　質を時間当たり一定量

　を連続して放出

14:00～15:30

定常放出

（90分間

連続放出）

校舎外 10分×8回



☑定常放出では、西～西北西の風の時、いずれの地点に おいても

   濃度が低かった。



☑定常放出の東寄りの風の時（実験2）よりも校舎内の濃度が低かった。



☑グランドでは極めて濃度が低かった。

校舎内  10分×8回

全期間 西～西北西 4.1～5.4



10分×8回



☑定常放出では、北北東～東北東の風の時、窓付近の濃度が

　　高くなる傾向が見られた。



☑グランドでは極めて濃度が低かった。



＊予備実験はトレーサーガスの放出量を本実験の約5倍にしている

　　（濃度比較注意）。

校舎内 10分×8回

全期間 北北東～東北東 1.7～3.5



14：00

瞬間放出

校舎外 2分×8回

全期間 北西～北北東 2.3～4.2



ト

レ

ー

サ

ー

定

常

放

出

実

験

実

験

2

（

予

備

実

験

）

平成26年

9月27日



午後

o-cis-PDCH



【放出量】

1.90×10

-5

～

2.02×10

-5

L/min



【総排出量】

1.56×10

-3

L

・工事現場に足場（養生シー

   ト設置）を設置

・ブルーシートのない状態で

  連続的にトレーサーガス

　を放出

14:00～15:30

定常放出

（90分間

連続放出）

シ

ー

ト

外

し

ト

レ

ー

サ

ー

パ

ル

ス

放

出

実

験

実

験

3

(

本

実

験

1

日

目

)

平成26年

11月15日



午前

PMCH



0.000103L

・工事現場に足場（養生シー

　 ト設置）を設置

・ブルーシート内で瞬間的に

　トレーサーガスを放出

・放出直後にブルーシート

  を取り外す

       【ブルーシート容積】

                 8.84m

3

      (8.0m×0.65m×1.7m)

                【濃度】

              11,700ppt

     (0.000103/8.84×10

9

)

10：30

瞬間放出

実

験

6

（

本

実

験

2

日

目

）

平成26年

11月23日



午後

o-cis-PDCH



0.0000711L

・工事現場に足場（養生シー

　 ト設置）を設置

・ブルーシート内で瞬間的に

　トレーサーガスを放出

・放出直後にブルーシート

  を取り外す

 

        【ブルーシート容積】

                 8.84m

3

       (8.0m×0.65m×1.7m)

                【濃度】

                8,040ppt

    (0.0000711/8.84×10

9

)

校舎外

【希釈倍率の最小値】

　●校舎外・・・・・6,640倍 (16分間平均)

　●校舎内（窓付近）・・・・・141,000倍 (16分間平均)

　●校舎内（その他）・・・・・731,000倍 (80分間平均)



☑放出時に北西の風の時は、校舎外の濃度が4回のパルス実験の

   中で最も高かった。

☑校舎内は窓付近も含め、東寄りの風の時よりも濃度が低く、

   希釈倍率が高かった。

校舎内 

窓付近　【4地点】 

1分×8回(2地点)

2分×8回(2地点)

0～ 156

14 22

10分×8回

17

46



21

57

10分×8回



全期間 西～西北西 4.8～6.2



校舎外 2分×8回

【希釈倍率の最小値】

　●校舎外・・・・・35,000倍 (16分間平均)

　●校舎内（窓付近）・・・・・509,000倍 (8分間平均)

　●校舎内（その他）・・・・・3,900,000倍 (80分間平均)



☑放出時に西の風の時は、校舎外、校舎内ともに濃度が低く、希釈倍率

が

　 高かった。

☑屋内の濃度は4回のパルス実験の中で最も低かった。

校舎内

窓付近　【4地点】 

1分×8回(2地点)

2分×8回(2地点)

0 ～ 72

22

【希釈倍率の最小値】

　●校舎外・・・・・13,400倍 (16分間平均)

　●校舎内（窓付近）・・・・・780倍 (8分間平均)

　●校舎内（その他）・・・・・9,140倍 (80分間平均)



☑放出時に北東の風の時は、窓付近で濃度が高くなる傾向が見られ、

　 濃度は実験1に次いで2番目に高かった。

校舎内 

窓付近　【4地点】 

1分×8回(2地点)

2分×8回(2地点)

18～ 26,400

13,900

13,100



実

験

5

（

本

実

験

2

日

目

）

平成26年

11月23日



午前

PMCH



0.000103L

・工事現場に足場（養生シー

　 ト設置）を設置

・ブルーシート内で瞬間的に

　トレーサーガスを放出



  　　 【ブルーシート容積】

　               8.84m

3

　      (8.0m×0.65m×1.7m)

　              【濃度】

　            11,700ppt

     (0.000103/8.84×10

9

)

10：30

瞬間放出

校舎外 2分×8回

15,000

13,700

10分×8回

全期間 北～東北東 1.3～3.1



地点最大濃度(ppq)

備考欄

ト

レ

ー

サ

ー

パ

ル

ス

放

出

実

験

実

験

1

（

予

備

実

験

）

平成26年

9月27日



午前

PMCH



0.000505L

・工事現場に足場（養生シー

　 ト設置）を設置

・ブルーシート内で瞬間的に

　トレーサーガスを放出



　     【ブルーシート容積】

　             　8.84m

3

　    (8.0m×0.65m×1.7m)

　              【濃度】

　             57,100ppt

　   (0.000505/8.84×10

9

)

10：30

瞬間放出

校舎外 2分×8回

10分間

平均風向

（方位）

10分間

平均風速

（m/s）

捕集時間

濃度範囲

(ppq)

地点平均濃度 (ppq)

【希釈倍率の最小値】

　●校舎外・・・・・41,100倍 (16分間平均)

　●校舎内（窓付近）・・・・・636倍 (16分間平均)

　●校舎内（その他）・・・・・14,400倍 (80分間平均)



☑放出時に東北東の風の時は、窓付近の濃度がすべての実験の

　 中で 最も高くなった。

☑グランドの希釈倍率は他の地点よりも高く、濃度が低かった。

＊予備実験はトレーサーガスの放出量を本実験の約5倍にしている

　　（濃度比較注意）。

校舎内 

10分×8回

全期間 北東～東北東 3.0～5.5



実験名

実験

実施日

トレーサーガス

放出量

放出現場状況

時間及び

放出方法

RUN番号

（捕集時刻）

場所


image2.png
1/FHERE (c/cq)

JALE (m/s) 50 55 53 42 43 44 35 30
== A A — A — N 74
0= A 01 FIERIH
1 e A 02 LA E T
—a— A03 HfilEPR
e A 04 JEY BE T 1F
ol r —¥— A0S YR T 2F
O A 06 SHEEP R
0.01 o AC7 PR A
—0— A08 hEEPR sk
0.001 cee@es A9 HRREIE R
©AWTSUF
< A1l PREER R
0.0001 - A12 PREEETE(
- A13EVERT4F
0.00001 o ALAELE
BO1ER T3
0.000001 —— 502 ERIFE
i B 03 BIZEE
—a— B 04 HEF{IFER
0.0000001 Il
00000001 OB 06 JEYEF T AD
0.

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75
BB SORE (5)

80

B 07 BF T EEEH
—=0——B 08 BF T E R
—%— B 09 BF T EEHH
¥ B 10 4FF1%





image3.png
JLE (m/s)
AR

49 5.8 54 6.0 6.2

01

0.01 r

0.001 r

0.0001

0.00001

1/FHERE (c/cq)

0.000001

0.0000001

0.00000001

5 0 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75
HEFmALORE(5)

—0—WAO01 & & H10m
—8—WA02 dEsEfAl12m
—a—WAO03 [EERLE
—o—WA04 TS F
—¥—WA 05 BEFE Al
——WA06 &I A
©O WAO7 S ILE A
«+«0-- WA 08 FE4L{
ey WAO9 BE R
<O WA L0 FER R
cobes WALLIL A —21#
—@—HB 01 FF FE {8
—e—HB 02 HIIEE
—8—HB 03 AR E
—@—HB 04 2= f7 I R
—#&—HB 05 BB F 7
—o—HB 06 &Y Ei T A0
—¥—HB 07 [} F AR
—>—HB 08 B F & P&
—O—HB 09 FF F a5
—O—HB 10 3FFE1HIEE S
—v—HB 11 4FFE {18335
—O—HB 12 3FER {3335
—+—HB 13 4FER{8I}E35
—o—HB 14 B iIEE
—m—HB 15 HHIEE





image4.png
JLE (m/s)
AR

16

74

e 4 9 0 e 4 @

01 |

001

0.001

0.0001

0.00001

1/FHERE (c/cq)

0.000001

0.0000001 |

0.00000001

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75
HEFmALORE(5)

80

—O0—EA01 FiE & if
—@—EA 02 Rl EEP R
—&—EA 03 EYBTF1F
—o—EA04 BV BT 2F
—¥—EA 05 P EEP RE
—>—EA 06 P BEFT S B
<O+ EAO7 PREPRP R
<0 EAO8 RS PR
sy EAO9 T UK

O+ EA10 PRERIES PR

<t EA11EY BB FAF
e A2 B L

—@—HB 01 FF F &l
—e—HB 02 RflIEE

|

—@— HB 04 31 F7 {8 557
~—#&—HB 05 i F 75
—o—HB 06 /&Y FF F A
—¥—HB 07 F§ T B9
—>—HB 08 Fi F i{& PR
~—O—HB 09 JE§ T P57
—O—HB 10 3FF 1A IR 5
—v—HB 11 4FFE Al fR 5
—<O—HB 12 3FR Al IR 5
~+—HB 13 4F 5 {d





image5.png
JLE (m/s)
AR

w
N
N
~

28

0.1

0.01

0.001

0.0001

0.00001

1/FHRIEE (c/cq)

0.000001

0.0000001

0.00000001

10

15

20

25

30

35 40 45
HEFmALORE(5)

50

55

60

65

70

75

80

—O—EA 01 & & im
—B—EA 02 I EEP R
—a—EA 03 EV T 1F
—o—EA 04 fEV) BT T 2F
—k—EA 05 o BEP R E ]
—>—EA 06 P BEFTE H {8
—+—EA 07 PREPRPR
—O—EA 08 P REITE PR
—O—EA09 TS F
—v—EA 10 F BEFE PGl
<@ EA 11 EV R T 4F
cE-EARREE

©EA13 TS A

<@ EA 14 FERA
ek EA 15 S B
—@—HB 01 FF F & {8
—e—HBO2 &
—8—HBO03 75
—@—HB 04 8
~—A—HB 05 FB F 7
—o—HB 06 Y Bi F AO
—¥—HB 07 [} F AR

——HB 08 BB F %
—O=—HB 09 [Ff F a5
—O—HB 10 3FFE1{HIEES
—v—HB 11 4F 75 {83335
—O—HB 12 3FER RS
—+—HB 13 4FE {#I}F35
—o—HB LU HIIEE





image6.png
Al4(EL)

0.0000153

A13(4F)

0.0000244

:0.0001

:0.00001

:0.000001
° :0.0000001
:0.00000001

A8 |0.00000655

0.00000512] A9 | 220000629

/A11/0.00000600

0.0000186
A7

Al2

e A10/0.000000419

A2

0.000000140
A3 0.000000297

B

1
R (R !

J aqoseoors7]

B10|

[0.000000123]  [0.00000111] |.0.00000169| [0.00000141] ‘0-"0157|/|°-°°°353|:

B6

[odIB3 B2 g 1

0.00000190





image7.png
) onmmE

@ s





image8.png
WA7

[7] [0.0000290]
L

Whas[ssoiss] WAS
e @es

WA10

M s
1

WA6

0 :0.0001
O :0.00001
@  :0.000001
@  :0.0000001
s :0.00000001

1P 0.0000270

i R (B

||

[0.000000260|

[0.000000250]

HB1

3

HB11 [
9 @

0.000000110] [0.000000110] |0.000000120| HBG)

HB9 HB8 I

HB7
S T o

N
0.0000
0.000000150| B4

HB15 HB14

0.00000197





image9.png
O wosmme @ 2omEs () 1M





image10.png
i

EAL2(E.k) EA11
[0.0000135 0.0000688
P

EA7 |0.00000889 EAS EA3
0.0000260
o mow EASW A6

=} :20.0000614 i 1
o :0.001 | I U = i :
=S H
@ :0.0001 e .kr—-u.‘.] _________

° :0.00001 R (B

. :0.000001 ° EA9
0.0000445 0.0000417
HB11.

siars

[ HB13

0.0000426

[0.000000598] [0.000000940] |[0.00000128] HBE

HBY

HB8 1 HB7





image11.png
O wsmme @ 2smme () 1nmmE





image12.png
-

EAL2(EL) 0.0000308

T T [ e =)

0.000150

..... | o -

@ EA2 EAL4
E 0000000128~ T = AT - - -@oooorE], @
0 :0.01 o EA7 ! T@eas |00000s07] :
—_ 0.00000485
= EA10 (0] 0'0000:)0124 0.0000230 QAB EA1, EALS
o :0.001 . EA8 , EAG g ol @' e
@ 00001 T ;
e  :0.00001 e
:0.000001 i R (B5)
EA9 [o]
0.00000137 0.00000137
HB11) ] D HB13
- 9
0.000000871
HB10. ] HB12

0.00000124 o

W |0.000000622] [0.000000622] [o. 000000498|

HBY HB8 | HB7 HB6 D * HB1 |

[0.00000149] [0.00000261]





image13.png
TARZRNRE (/L)

1.4

12

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

O EERL: FL—Y—/ LR R
OEE3: —M LA —H—/LRTRE [
O EE&S: FL—Y—/ LR R

""""""""""""""""""""""""""""""" O %EE6: —MILAL—F—/ LR RRH [
| SO s I - N HH . 0. @m0

& X & & < ) N ~ ~

£ & & P oF o WP
. & o & & & &




image14.png
JLE (m/s) 50 55 53 42 43 44 35 30
R R R R R R 74
12.0 e A 02 LA E T
11.0 @ A03 IRz R
e A 04 JEY BE T 1F
10.0 =¥ A 05 Y BE T 2F
9.0 O A 06 SHEEP R
3 A 07 hEERE R
-{2— 8.0 =0 A08 PRERR PR
S 7.0 <+ A09 HEERE iR
# ©AWTSUF
T 6.0 < A1l PEER AT
£ 5.0 - AL PR E TR
X : < A13JEVERF4F
kY 4.0 e ALARE
X 30 —o—BulF‘F%M
~ . —— 302 HAIEE
2.0 —— B 03 FEAIZE
—a— B 04 HEF{AIFER
1.0 —B—B 05 EE 8
0.0 x x X ~—0—B 06 EYEF T AD
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80| o LUMTEEH

BB SORE (5)

—=0——B 08 BF T E R
—%— B 09 BF T EEHH
—¥— B 10 4F IR





image15.png
B (m/s) 48 5.1 55 49 58 54 6.0 6.2

AA :>%I>I>I>I>I>I>

0.20 —o— WA 01 FiE E fll10m
’ —m— WA 02 & JLE fl12m
—a— WA 03 F & H {flsm
——WA04 TS F
—— WA 05 BEFE Al
,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, —<—WAO06 & ILE A
R O WAO7 i dtE A
WA 08 BEL{A]
WA 09 B R
WA 10 EER {8
ceetes WALL I — 518
000 e ~—©—HB 01 BT T 5 {A
AN —e—HB 02 HIIEE
—8—HB 03 Fafll = E
@ HB 04 2= f7 {8l R
g —#—HB 05 FB T 78
0.05 /2 | —o—HB 06 Y BT AD
1% ——HB 07 [} F A H]
—>—HB 08 P F & P&
—O—HB 09 [ F A5
—O—HB 10 3FFE{HIEEIS
t t t t t /= HB 11 4F A {fIfR 35

—<O—HB 12 3FERIEE5
30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 HB 13 4F B (BB 45
KRB D D Ik

TFARZRNRE (&/L)

0.00

N
o
N
o





image16.png
T AR ZRNREE (/L)

A (m/s) 16 16 1.3 20 1.7 31 21 28
= | e 4 v v d v
5.0 —O—EA01 & Rip
—@—EA 02 Rl EEP R
/S5 —a—EA03 BT 1F
. —o—EA 04 5\ BB T 2F
,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, —H—EA 05 PREPRE
40 0 A\ —<—EA 06 P S
<O+ EAO7 PREPRP R
3.5 /7 5.5 1 — O O EAO8 PREERE T2
sl EAO9 T TUE
3.0 - R < EA10 PRERES PR
. e EA 1LV BB R AF
,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, X EA12EBE
25 YT —o—HB 01 B F 5
—@— HB 02 F
20 o O |\ —=—HB 03 FE
—@—HB 04 HE 7R
1.5 [HEf—— 6 5 5 ~—#&—HB 05 i T 75
~—<—HB 06 /&Y FF F A
1.0 |elf4--] | S— . st itk L L ;i Il i )il =i i U HSB b Al At . s A A Eb.b% —¥—HB 07 B FEa =

—>—HB 08 Fi F i{& PR
—O—HB 09 JE§ T Fa 7R
—O—HB 10 3FF 1A IR 5
—v—HB 11 4FFE A ER 5
—O—HB 12 3FR Al IR 5

0.5

e
0 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75
SRS DEE (5)

0.0





image17.png
JLE (m/s)

AA

T AR ZRNREE (/L)

1.4

12

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80
HEFmALORE(5)

—O—EA 01 & & im
—B—EA 02 I EEP R
—a—EA 03 EV T 1F
—o—EA 04 fEV) BT T 2F
—k—EA 05 o BEP R E ]
—>—EA 06 P BEFTE H {8
—+—EA 07 PREPRPR
—O—EA 08 P REITE PR
—O—EA09 TS F
—v—EA 10 F BEFE PGl
<@ EA 11 EV R T 4F
cE-EARREE

©EA13 TS A

<@ EA 14 FERA
ek EA 15 S B
—@—HB 01 FF F & {8
—e—HBO2 &
—8—HBO03 75
—@—HB 04 8
~—A—HB 05 FB F 7
—o—HB 06 Y Bi F AO
—¥—HB 07 [} F AR

——HB 08 BB F %
—O=—HB 09 [Ff F a5
—O—HB 10 3FFE1{HIEES
—v—HB 11 4F 75 {83335
—O—HB 12 3FER RS
—+—HB 13 4FE {#I}F35
—o—HB LU HIIEE





